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分解→生産→液化→出荷→再ガス化





液化メタンガス（LNG）の脅威

➢ 新しいLNG輸出基地の建設には最長5年かかり、数十億ドルの投資を

必要とする。

➢ 新たなLNG輸出基地は10～20年の契約を必要とし、実質的に何十年

もの間化石燃料への依存を深めることになる。

➢ 「カーボンニュートラル」LNGは、誤った解決策（オフセットと認

証ガス）と実証されていない技術（炭素回収・貯蔵）に大きく依存

している。

北米のLNG輸出能力は2028年までに倍増の見込み



液化メタンガス（LNG）の脅威

➢ 新しいインフラはエネルギー犠牲地帯を生み出す。

➢ メキシコ湾岸、先住民族の土地、グローバルサウス（とくに東南ア

ジア）の環境正義の問題に直面するコミュニティの負担が増加する

。

➢ エネルギーコストと地政学に支えられた人権侵害をさらに助長する

。

➢ 住みやすい気候の実現に新たな石油やガスの入り込む余地はない。

北米のLNG輸出能力は2028年までに倍増の見込み



➔ 第15版（年次）

➔ 8つのグローバル・パートナー組
織

➔ 化石燃料への民間銀行によるファ
イナンスの分析

➔ 融資と引受

➔ 世界の大手銀行60行

化石燃料ファイナンス報告書2024〜気候カオスをもたらす銀行業務



➔ 590以上の支持団体

65カ国以上から

➔ 化石燃料全体の資金提供を追跡

➔ 化石燃料拡大企業と10の特定部門

➔ インタラクティブなオンライン・
データと方針分析スコア



$6,900,000,000,000
世界の主要60銀行による2016年以降の化石燃料産業への融資額



7,050億ドル
2023年これらの銀行は化石燃料産業に

を確約 そのうち

$3,470億ドル
以上を化石燃料拡大に積極的な企業に



「灼熱の地球を化石燃料で
救うことはできない」

アントニオ・グテーレス

国連事務総長、2023年12月



各部門

&

拡大



2023年最上位行

193億ドル

188億ドル

154億ドル

● 邦銀がランキングで上位に

● 2016-2023年はシティとチ
ェースが同率1位

○ バンク・オブ・アメリ
カが続く

● RBCは2023年は第4位

化石燃料拡大企業への資金提供



2023年最上位行

109億ドル

84億ドル

68億ドル

液化天然ガス／LNGメタンへ
の資金提供

● 2022-2023年に資金提供が
増えた数少ない部門の一つ

● 日本、米国、カナダ：
最大の資金提供者

液化メタンガス（LNG）拡大企業への資金提供



メタンガス融資先

上位（2023年）

メタンガス（LNG）に関する規程の数

きわめて弱い規程の数

弱い規程の数

包括的規程の数

強い規程の数



bankingonclimatechaos.org



日本の銀行は米国メキシコ湾岸のLNG輸出基地プロジェクトへの
最大の資金提供者



リオ・グランデLNGの主要資金提供者



テキサスLNG

リオグランデLNG

ブラウンズビル



● カリゾ・コメクルド族の先祖の埋葬

地、聖地

● 米国国立公園局の史跡リストに掲載

● ワールド・モニュメント財団はガル

シア牧草地を世界で最もかけがえの

ない、危機に瀕した場所の一つに指

定

● 文化遺跡の保護は、国連先住民族権

利宣言に基づく人権問題である

聖地：

ガルシア牧草地

● テキサスLNG建設予定地と直接重なる

● リオ・グランデLNG建設予定地に隣接

● カリゾ・コメクルド族は建設前に文化遺産デー

タと考古学調査を要請した

● 調査が実施されずリオ・グランデLNGは2023年

10月に重機による皆伐を開始した



先住民族の権利

● 国際的なビジネスと人権の基準には、先住
民族の伝統的な土地に影響を与えるプロジ
ェクトについて、先住民族が自由意思に基
づき、事前に十分な情報を与えられた上で
同意する権利が含まれている。

● 国際金融公社(IFC）パフォーマンス・スタ
ンダード7（PS7）：

PS7は、事業活動が負の影響を最小限に抑
え、先住民族の人権、尊厳、文化を尊重し
、文化的に適切な方法で開発利益を促進す
ることを目指す。



● 金融機関が大規模プロジェクトに融資する際の環境・

社会リスクを評価・管理するための自主ガイドライン

。

● プロジェクトが国際的な環境・社会基準に沿って開発

・運営されることを保証するための金融業界のベンチ

マーク。

エクエーター原則



提案されているブラウンズビルLNGプロジェクトは

、エクエーター原則の対象となる：

● 提案されている資本コストはそれぞれ1,000万ドルをは

るかに超える

● プロジェクトは、「潜在的に重大な環境的・社会的悪

影響リスク、および／または多様で不可逆的、あるい

は前例のない影響」を伴う。

エクエーター原則



みずほとMUFGは、エクエーター原則に賛同

していると主張している。しかし、

● リオ・グランデLNGとリオ・ブラボー・パイプラインはカ

テゴリーAに分類される。

○ 最高リスクであることを示す。

○ 資金提供を約束する前に、評価を強化する必要がある

。

● 2019年に行われた評価では、どの基地の案もエクエーター

原則を遵守していない可能性が高い。

エクエーター原則



先住民族による根強い反対
環境保護団体、リオグランデLNGとテキサス
LNGに対する控訴裁判所での闘いを模索

先住民族と活動家、オレゴン財務省にテキサスのガスターミナル計
画への3億5000万ドルの投資引き上げを要請
水曜日のオレゴン投資評議会の会合で、ガスターミナルに資金を提供するプライベート・
エクイティ会社から年金基金の投資を引き上げるよう州に要請する予定
（オレゴン・キャピタル・クロニクル）

テキサスの先住民族リーダーが銀行を標的にリオ・グ
ランデ・バレーの天然ガス輸出基地反対運動を展開

シティ、JPモルガン、ウェルスファーゴの株主総会で

先住民族の権利への影響をめぐる異議申し立て

仏ソシエテジェネラル、南テキ
サスのリオグランデLNGプロジェ
クトから撤退 忘れ去られたリオ・グランデ・デルタの番人たち：テ

キサスの先住民族の長老の化石燃料企業との闘い



リオ・グランデ・バレーのLNG反対運動

なぜ彼らはLNGに反対するのか？
● LNG基地の建設と操業は、エビ漁や
漁業経済に悪影響を与える。

● LNG基地の操業は、自然とエコツー

リズムLNG汚染は呼吸器の健康を害
し、2つの野生生物保護区に流れ込

む。

● メキシコ湾岸の他の地域のように、
汚染された工業地帯になることを地

域は拒否している。



10年にわたる地域社会の反対運動

➢ 直接影響を受ける4つのコミュニテ
ィが反LNG決議を可決した：ポー
ト・イザベル、サウス・パドレ・
アイランド、ラグーナ・ビスタ、
ロング・アイランド・ビレッジ。

➢ これらの地域を含む学校区がLNG
事業補助金への税の投入に反対。

➢ 公益事業体のラグナ・マドレ・ウォ
ーター・ディストリクトはLNGプ
ロジェクトへの水の供給

➢ 申請中のLNGプロジェクトを止める

ため、先住民族、地域社会、地域お

よび全国的な米国のグループが複数

の訴訟を起こした。

➢ サウス・パドレ島観光協会

➢ ルイジアナ州南西部のキャメロン
LNGおよびカルカシュー・パスLNG
の近くにある商業漁業コミュニティ
の漁師たちが、漁獲量の減少とタン
カーの往来による危険な状況を報告



気候変動の影響：テキサス南部

● テキサス州ブラウンズビルでは、熱によるリスクが極めて高く、干ばつリスクも高い

。

ブラウンズビルの建物の約74%で山火事のリスクが高い。

● テキサス州南部では水がかなり不足しており、この地域は頻繁に熱波と干ばつに見舞

われる。また、農業活動も盛んで、水の使用と使用方法をめぐって対立が生じている

。

● 2021年2月、冬の嵐「ウリ」がテキサスを襲い、気温がほぼ0度まで下がったため、

州は機能麻痺に陥った。この嵐により、テキサス州民の69%が停電し、

平均42時間停電が続いた。低体温症、一酸化炭素中毒、その他、

重要な医療機器への電力供給停止による問題により、数百人が死亡した。

その後数カ月間、柑橘類や乳製品の農家を含む、農業は壊滅的な打撃を受けた。



気候変動の影響と人権

● ブラウンズビルは米国とメキシコの国境に位置

している。移民や移住者は定期的にこの国境を

越える。

● 異常な暑さにより、2022年以降、熱中症や暑さ

による死亡が増加している。2023年には米国か

らメキシコへの国境越えで500人以上が死亡した

● テキサス南部人権センターは、行方不明、拘束

、死亡が確認された移住者の報告を追跡し、そ

の家族に報告している。

● 彼らは米国に入国する移民に給水所や基本的な

サービスを提供し、この地域を歩く人々の死亡

を防ぐ手助けをしている。



リオ・グランデLNGと

テキサスLNGの

ライフサイクル

温室効果ガス排出量：

石炭火力発電所50基

または

4,000万台の車

に相当。



地域社会の勝利と国際的ネットワーク構築の経過

部族・地域リーダーがスペイン
とスウェーデンを訪問。アクシ
ョンを展開し、COP25に参加

フランスの銀行ソシエテ
・ジェネラルがリオ・グ
ランデLNGから撤退

リオ・グランデ・バレー
のLNG事業許可を取り消
す画期的判決。チャブが
リオ・グランデ・バレー
のLNGから撤退

部族・地域リーダーが株主総
会シーズンに渡仏。BNPパリ
バがテキサスLNGから撤退

ポート・オブ・コークが
ネクスト・ディケイドと
の関係を断ち、コーク
LNG基地から撤退。アノ
ーバLNG取り消し。規制
許可をめぐり勝訴

地域リーダーが訪欧

。議員やエネルギー
企業と面会。



地域社会のリスク：健康への影響

全米ですでに178万人のラテン系住民が、
石油・ガス施設から排出される有害物質に
よる環境保護庁の懸念レベルを超える発が
んリスクに直面する郡に住んでいる。

工業が引き起こすオゾンスモッグにより、
ラテン系住民の地域では、毎年、小児喘息
の発作が15万3000回起き、延べ11万2000
日の学校欠席を余儀なくされている。

有色人種の低所得者層が住む地域にーー特
に環境レイシズムが工業の発展と軸を一に
してきたメキシコ湾岸にーー危険なインフ
ラを新たに設置することは環境不正義の典
型例である。

LNG基地建設予定地から半径3マイル以内のコミュ
ニティ

➔ 全米の80％の地域よりも多い微小粒子状物質
（PM2.5）へのさらなく暴露

➔ 微粒子は肺の奥深くまで移動し血流に入る

➔ 深刻で長期にわたる健康への悪影響の可能性
が高い。
◆ 喘息
◆ 心臓病
◆ 肺炎
◆ 早死



裁判闘争の勝利

2024年8月訴訟の勝利：テキサスLNG、リオ・

グランデLNG、リオ・ブラボー・パイプライン

・プロジェクトに対する連邦エネルギー規制委

員会（FERC）の許可を取り消す判決が下された

。訴訟を主導したのは、シエラクラブ、ポート

・イザベル市、エストクグナ（Estok’Gna）部

族、ラグーナ・ハイツのコミュニティ・グルー

プ、南テキサス環境正義ネットワークのメンバ

ー。

残念なニュース：

リオ・グランデLNGには、無許可で建設を続行できる

抜け道がある。FERCは急遽許可を再検討している。

リオ・グランデ・バレーの今

LNG基地になったときのリオ・グランデ・バレーの姿



有望な技術と主張されているもの：炭素回収貯留（CSS）

当社独自のCSSプロセスはLNG施設、発電所、中流部門のア
セット、製造施設など多様な産業CO2源に適用可能です。

例えば、ネクスト・ディケイドのリオ・グランデ・バレーLNG施設で
、北米最大級のCCS事業の開発を提案しています。リオ・グランデ
LNGはフル生産時に年間500万トン以上のCO2の回収、恒久的な貯留
を見込んでいます。これは3億本近くの成熟した木によるCO2吸収量
、または自動車を百万台以上減らしたときに排出を回避できるCO2量
に相当します。



➢ 炭素回収技術は、まだ米国の
どのメタンガス輸出施設にも
適用されていない。

➢ 三菱重工がCCSのエンジニア
リングを率いることになって
いたが、中止した。それにつ
いて公表していない。

➢ ネクスト・ディケイドには、
ネットゼロ計画も以降計画も
ない。しかし、MUFGとみず
ほは融資している。

➢ リオ・グランデLNGは「認証
ガス」にも頼っているが、こ
の主張を連邦取引委員会が調
査中。



地域社会のリスク：絶滅危惧種と野生生物への影響



地域社会のリスク：スペースX

● リオ・グランデLNGとテキサスLNGのメタン

ガス輸出基地は、スペースX社の既存施設か

らわずか数マイルしか離れていない場所に計

画されている。メタンガス輸出基地予定地に

破片を撒き散らす、爆発のようなロケットの

打ち上げを日常的に行っている。

● 民間宇宙ロケットもLNG輸出基地も現在でも

すでに規制が不十分な状態にある。

● 2023年11月、イーロン・マスクが打ち上げた

人類史上最大のロケット「スターシップ／ス

ーパーヘビー」は、発射台から20マイル以上

離れた場所で地震を引き起こし、LNG建設予

定地や低所得者層の住む場所を揺るがせた。



米国メキシコ湾岸沿いの巨大プロジェクトのリスク

米国メキシコ湾岸でのLNG基地拡張は、規制、法律、建設の遅れに悩まされてきた。

● リオ・グランデLNGは、最初の最終投資決定（FID）に到達するまでに予想より6年長くかか

った。

● エクソンモービルとカタール・エナジーがテキサス州ポートアーサーで計画していた
ゴールデン・パスLNGターミナルは、主契約者であるザックリー・ホールディングス
の破産申請により、今年大幅に遅延した。ザックリーは、このプロジェクトが当初の
予算を24億ドルも超過していると主張した。ゴールデン・パスは2026年に稼働する予
定だったが、3年間の延長を求め、2029年の完工を予定している。

● テキサスLNGは、FERCとエネルギー省（DOE）の2つの規制期限に抗っている。5月

には、2029年11月までに建設完了として延長を申請した。

● ルイジアナ州南東部の氾濫原に位置するベンチャー・グローバル・プラクミンLNGの建設予

定地は2021年のハリケーン・アイダで浸水。



ありがとうござ
います！

詳細は配布資料をご覧く

ださい。

ご質問は、RAN日本チー

ム関本幸までご連絡くだ

さい。

yuki.sekimoto@ran.org
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